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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声データを記憶する記憶手段と、前記音声データに基づいて音声の再生を行う音声再
生手段と、を備えた音声記録再生装置において、
　前記音声データを外部機器からアナログ信号として取得し、デジタル信号に変換して前
記記憶手段に記憶する音声データ取得手段と、
　デジタル信号からアナログ信号に変換された、前記音声データの目次情報を、前記外部
機器から取得する目次情報取得手段と、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出するトラック情報抽出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶する記憶制御手段と、
を備えることを特徴とする音声記録再生装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の音声記録再生装置において、
　前記音声データ取得手段により取得した音声データから無音部分を検出する無音データ
検出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長と、前記無音部分検出手段が検出する無
音部分が存在する時間情報との差分を検出する差分検出手段と、
　前記差分検出手段が差分を検出する場合に、該差分に基づいて前記トラック情報の示す
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時間長を変更する時間変更手段と、を更に備え、
　前記記憶制御手段は、時間変更手段により変更された時間長に基づいて前記音声データ
を分割し、前記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶すること
を特徴とする音声記録再生装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の音声記録再生装置において、
　前記記憶制御手段は、所定数のファイルを生成した場合に、該所定数のファイルごとに
ディレクトリを生成して前記記憶手段に記憶することを特徴とする音声記録再生装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の音声記録再生装置において、
　前記目次情報は、ＴＯＣ情報であることを特徴とする音声記録再生装置。
【請求項５】
　音声データをアナログ信号として出力する音源装置と、前記音声データをデジタル信号
に変換して記憶する記憶手段及び該記憶手段に記憶された音声データに基づいて再生を行
う音声再生手段を備えた音声記録再生装置と、からなる音声記録再生システムであって、
　前記音源装置は、
　前記音声データの出力に伴い、該音声データの目次情報をデジタル信号からアナログ信
号に変換して出力する目次情報出力手段を備え、
　前記音声記録再生装置は、
　前記アナログ信号に変換された目次情報を前記音源装置より取得する目次情報取得手段
と、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出するトラック情報抽出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶する記憶制御手段と、
を備えることを特徴とする音声記録再生システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の音声記録再生システムであって、
　前記音声記録再生システムは、
　前記音声データの無音部分を検出する無音データ検出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長と、前記無音部分検出手段が検出する無
音部分が存在する時間情報との差分を検出する差分検出手段と、
　前記差分検出手段が差分を検出する場合に、該差分に基づいて前記トラック情報の示す
時間長を変更する時間変更手段と、を更に備え、
　前記記憶制御手段は、時間変更手段により変更された時間長に基づいて前記音声データ
を分割し、前記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶すること
を特徴とする音声記録再生システム。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の音声記録再生システムであって、
　前記記憶制御手段は、所定数のファイルを生成した場合に、該所定数のファイルごとに
ディレクトリを生成して前記記憶手段に記憶することを特徴とする音声記録再生システム
。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか一項に記載の音声記録再生システムにおいて、
　前記目次情報は、ＴＯＣ情報であることを特徴とする音声記録再生システム。
【請求項９】
　外部音源装置から音声データをアナログ信号として取得しデジタル信号に変換して電子
データを記憶する記憶手段に記憶し、前記音声データに基づき音声再生手段により再生を
行う音声記録再生方法であって、
　デジタル信号からアナログ信号に変換された、前記音声データの目次情報を、前記外部
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機器から取得するステップと、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出するステップと、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶するステップと、を含
むことを特徴とする音声記録再生方法。
【請求項１０】
　外部音源装置から音声データをアナログ信号として取得しデジタル信号に変換して記憶
する記憶手段と、前記音声データに基づき音声の再生を行う音声再生手段とを備える音声
記録再生装置を制御するコンピュータを、
　デジタル信号からアナログ信号に変換された、前記音声データの目次情報を、前記外部
機器から取得する機能と、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出する機能と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶する機能と、を実現す
ることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発発明は、音声記録再生装置、音声記録再生システム、音声記録再生方法及びプログ
ラムに係り、特に、外部音源装置から音声データとともに音声データの目次情報を取得し
、この目次情報が示す時間長に基づいて音声データを記憶する音声記録再生装置、音声記
録再生システム、音声記録再生方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ハードディスクやフラッシュメモリに音楽等の音声データを記憶して音声再生を
行う携帯型の記録再生装置が急速に普及している。小型、軽量且つ大記憶容量であり、音
楽等の再生のみならずその整理や保管にも便利である。
　音声データの取得は、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）の内部メモリにＣ
Ｄ－ＤＡ等の記録媒体やインターネット等のネットワークを通じて取得し、内部メモリに
記憶された楽曲等の音声データから圧縮音声データを生成し、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ケーブル等を介して携帯型再生装置のハードディスク等に転
送することにより行われる。
　このようにＰＣやネットワークを介して音声データ等を取得する場合には、音声データ
が予め１曲毎にファイル単位で管理された状態で携帯型記録再生装置に記録される。
【０００３】
　一方、従来から知られるカセットテープレコーダ、ＤＡＴ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｕｄｉ
ｏ　Ｔａｐｅ）再生装置、ＣＤプレーヤ等では、アナログ音声出力端子が設けられている
場合があり、この出力端子を通じて外部スピーカや外部記録装置と接続し、音声データの
アナログ出力ができるようになっている。このアナログ音声出力端子を携帯型記録再生装
置と接続して音声データを出力することもでき、この場合、携帯型記録再生装置では入力
される音声データの全てを１つの音声データとして１つのファイルで管理する。即ち、入
力データがファイル管理されていないため、入力データ中に複数の曲が含まれていても曲
毎のＳＯＦ（Ｓｔａｒｔ　Ｏｆ　Ｆｉｌｅ）やＥＯＦ（Ｅｎｄ　Ｏｆ　Ｆｉｌｅ）等の概
念が無く１つの長いデータとして１つのファイルに格納する。この入力データの中から所
望する曲を再生する場合には、ユーザは操作部からこのファイルを選択し、早送り釦を操
作して早送りと再生とを繰返し感覚的に目的の曲をサーチするという煩わしさがある。
【０００４】
　この点、例えばＣＤやＭＤ等の光学式記録媒体の技術分野では、方式の異なる異種の記
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録再生装置間の音声データの管理にＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）等の
目次情報を利用する発明がある。例えば、特許文献１には、ＣＤからＭＤへのダビング際
、ＣＤのＴＯＣ情報を読取り、外部のＣＤＤＢ（ＣＤ－Ｄａｔａ　Ｂａｓｅ）等にアクセ
スし、（ＣＤの）ディスクネームやトラックネームを取得しＭＤに記録する技術が開示さ
れている。
【特許文献１】特開２００２－１３３７６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来技術では、ＣＤプレーヤ等の出力音源からＴＯＣ情報を他の機器に
出力するにはデジタルによる出力を行っている。この点ＣＤプレーヤ等にデジタル出力装
置及びデジタル出力端子を設ける必要があり、その分コスト負担が増大するという問題が
ある。ＣＤプレーヤ等の出力端子はアナログ出力端子が設けられるのが一般的であり、又
デジタル出力装置を設けるのに比して低コストである。この点ＴＯＣ情報等の出力にアナ
ログ出力装置を利用することができれば便利である。
　また、ＣＤプレーヤ等の光学記録媒体を再生する再生装置は成熟技術として市場に広く
浸透しており、これらＣＤプレーヤ等を有するユーザが、長年蓄積したＣＤ等の光学記録
媒体を携帯型再生装置の大容量記憶媒体に整理や保管する際に、ＰＣ等から音声データを
伝送した時と同様のファイル管理ができれば、所望するデータのサーチがし易くなる。
【０００６】
　本発明の課題は、音声データをアナログにより取得する場合であっても、外部機器から
出力される目次情報等を用いて、携帯型記録再生装置において好適なデータ管理を実現す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、音声データを記憶する記憶手段と、前記音声データに基づい
て音声の再生を行う音声再生手段と、を備えた音声記録再生装置において、
　前記音声データを外部機器からアナログ信号として取得し、デジタル信号に変換して前
記記憶手段に記憶する音声データ取得手段と、
　デジタル信号からアナログ信号に変換された、前記音声データの目次情報を、前記外部
機器から取得する目次情報取得手段と、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出するトラック情報抽出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶する記憶制御手段と、
を備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の音声記録再生装置において、
　前記音声データ取得手段により取得した音声データから無音部分を検出する無音データ
検出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長と、前記無音部分検出手段が検出する無
音部分が存在する時間情報との差分を検出する差分検出手段と、
　前記差分検出手段が差分を検出する場合に、該差分に基づいて前記トラック情報の示す
時間長を変更する時間変更手段と、を更に備え、
　前記記憶制御手段は、時間変更手段により変更された時間長に基づいて前記音声データ
を分割し、前記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶すること
を特徴とする。
【０００９】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の音声記録再生装置において、
　前記記憶制御手段は、所定数のファイルを生成した場合に、該所定数のファイルごとに
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ディレクトリを生成して前記記憶手段に記憶することを特徴とする。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の音声記録再生装置にお
いて、
　前記目次情報は、ＴＯＣ情報であることを特徴とする。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、音声データをアナログ信号として出力する音源装置と、前記
音声データをデジタル信号に変換して記憶する記憶手段及び該記憶手段に記憶された音声
データに基づいて再生を行う音声再生手段を備えた音声記録再生装置と、からなる音声記
録再生システムであって、
　前記音源装置は、
　前記音声データの出力に伴い、該音声データの目次情報をデジタル信号からアナログ信
号に変換して出力する目次情報出力手段を備え、
　前記音声記録再生装置は、
　前記アナログ信号に変換された目次情報を前記音源装置より取得する目次情報取得手段
と、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出するトラック情報抽出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶する記憶制御手段と、
を備えることを特徴とする。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の音声記録再生システムであって、
　前記音声記録再生システムは、
　前記音声データの無音部分を検出する無音データ検出手段と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長と、前記無音部分検出手段が検出する無
音部分が存在する時間情報との差分を検出する差分検出手段と、
　前記差分検出手段が差分を検出する場合に、該差分に基づいて前記トラック情報の示す
時間長を変更する時間変更手段と、を更に備え、
　前記記憶制御手段は、時間変更手段により変更された時間長に基づいて前記音声データ
を分割し、前記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶すること
を特徴とする。
【００１４】
　請求項７に記載の発明は、請求項５又は６に記載の音声記録再生システムであって、
　前記記憶制御手段は、所定数のファイルを生成した場合に、該所定数のファイルごとに
ディレクトリを生成して前記記憶手段に記憶することを特徴とする。
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、請求項５～７のいずれか一項に記載の音声記録再生システム
において、
　前記目次情報は、ＴＯＣ情報であることを特徴とする。
【００１７】
　請求項９に記載の発明は、外部音源装置から音声データをアナログ信号として取得しデ
ジタル信号に変換して電子データを記憶する記憶手段に記憶し、前記音声データに基づき
音声再生手段により再生を行う音声記録再生方法であって、
　デジタル信号からアナログ信号に変換された、前記音声データの目次情報を、前記外部
機器から取得するステップと、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出するステップと、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶するステップと、を含
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むことを特徴とする。
【００１８】
　請求項１０に記載の発明は、プログラムであって、外部音源装置から音声データをアナ
ログ信号として取得しデジタル信号に変換して記憶する記憶手段と、前記音声データに基
づき音声の再生を行う音声再生手段とを備える音声記録再生装置を制御するコンピュータ
を、
　デジタル信号からアナログ信号に変換された、前記音声データの目次情報を、前記外部
機器から取得する機能と、
　アナログ信号として取得した前記目次情報をデジタル信号に変換した目次情報から音声
データのトラック情報を抽出する機能と、
　前記トラック情報が示す音声データ毎の時間長に基づいて前記音声データを分割し、前
記分割した音声データ毎にファイルを生成して前記記憶手段に記憶する機能と、を実現す
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、外部から取得した音声データの目次情報を取得する目次情報取得手段
を備えることで、音声記録再生装置において、音声データの記憶管理において目次情報を
利用することができる。特に、目次情報に含まれるトラック情報を参照し音声データの分
割を行うことで、曲毎の音声データをファイルに記録することができるようになる。これ
により、例えば、アナログにより音声データを取得した場合であっても、ユーザは所望す
る音声データを格納するファイルを指定すれば、あたかも当初よりファイル管理されて記
録された音声データをサーチするかのごとく簡便に音声データの再生を行うことができる
という効果がある。
　また、音声データを分割して個別にデータをファイル管理する際、トラック情報の時間
情報と、実際に記憶手段に記憶された音声データの開始地点との差分を検出する無音部分
検出手段を設けることで、自動的に時間情報と音声データの実際の記録時間のズレを補正
することができる。これにより、ファイルに格納される音声データの出だしが曲の途中や
前の曲の終わり部分から再生されることなく好適なファイル管理を行うことができる。
　また、所定数のファイルが生成されると、ディレクトリを自動的に生成してこれらファ
イルを格納するため、音声データの管理上の使い勝手が更に向上する。
　更に、目次情報をアナログ方式により送受信する構成とすることで、データ伝送用の端
子等の設置コストを抑制するという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　次に、図を用いて本発明を実施するための最良の形態について説明する。図１は、本発
明を適用したポータブル記憶再生装置１をＣＤプレーヤ１５と接続した状態を示す。先ず
、ポータブル記憶再生装置１のについて説明する。ポータブル記憶再生装置１は、ＰＣ（
Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）やＣＤプレーヤ等からデジタル音声データやアナ
ログ音声データの供給を受け、半導体メモリやハードディスク等の記録媒体５に記憶し、
ユーザの操作によって図示しないイヤホン等から音声データ等を出力するものである。
　ポータブル記憶再生装置１は、ＣＰＵ２、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ
）３、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）４、記録媒体５、音声処理
部６、コマンド受信部７、コマンド入力端子８、音声データ入力端子９、表示部１０、入
力部１１、割込みコントローラ１２、外部Ｉ／Ｆ１３及びイヤホン出力端子１４から構成
される。
【００２１】
　制御部としてのＣＰＵ２は、オペレーションプログラムや音声データ等の取得及び各種
音声処理用のアプリケーションプログラムをＲＯＭ３から読み出し、ワークエリアとして
のＲＡＭ４に展開して音声再生処理や音声データ等の取得処理を制御する。音声データ取
得処理では、外部Ｉ／Ｆ１３を介してＰＣから音声データを入力して記録したり、後述す
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る音声データ用ケーブル２５及びコマンド用ケーブル２４を介してＣＤプレーヤ１５から
アナログで入力される音声データの記録を行う。アナログによる入力の場合には、例えば
、複数の音声データが記録されたＣＤ－ＤＡからの音声データを記録する場合には、これ
ら複数の音声データが１つの長大な音声データであるものとして１つのファイルに記録さ
れる。これら複数の音声データを曲ごとに分割するため、コマンド用ケーブル２４を介し
て入力されるＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ）情報から各トラックの時間
情報を抽出し、この時間情報に基づいて、ファイルに記録された音声データ毎にトラック
を生成する「トラック生成処理」を制御する。更に、アナログ音声データの記録では、こ
れら複数の音声データ間の無音部分を検出し、この無音部分の検出結果とＴＯＣから抽出
するトラック数が一致するように補正を行う「ファイル補正処理」の制御を行う。「トラ
ック生成処理」及び「ファイル補正処理」については後述する。
【００２２】
　ＲＯＭ３は、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａ
ｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）等の不揮発性メモリから構成される。ポータブル記憶再生装置１
の制御に関するオペレーションプログラムや音声データの再生処理及び音声データの取得
処理（例えば、「トラック生成処理」や「ファイル補正処理」）に関するアプリケーショ
ンプログラムを格納する。
【００２３】
　ＲＡＭ４は、フラッシュメモリ等の不揮発メモリから構成される。ＣＰＵ２がオペレー
ションプログラムやアプリケーションプログラムとの協働により行う各種の演算及びその
結果を一時的に記憶するとともに、ＴＯＣ情報と後述するメタデータとの対応付けを行う
データテーブル等を展開するワークエリアある。
【００２４】
　記録媒体５は、電気的及び磁気的にアプリケーションプログラム、音声データ、ＴＯＣ
情報及びメタデータ等を記憶するものであり、半導体メモリやハードディスク等から構成
される。ＣＤプレーヤから音声データを入力する場合は、アナログの音声データが入力さ
れるため各音声データのファイル構成を有さない。このためアルバム用のＣＤ－ＤＡから
複数の楽曲データが入力されても、記録媒体５内では、通常１つのファイルデータとして
記録される。
　本実施の形態における「ファイル分割処理」によれば、音声データは、ディレクトリ構
造により区分されて格納される。図２に記録媒体５に記憶されるデータの構造例を示す。
図２において、ポータブル記憶再生装置１の各種データを格納するデータ用ディレクトリ
Ｄ１が設けられ、その下位階層に音声データ用ディレクトリＤ２が設けられる。音声デー
タ用ディレクトリＤ２にはその下位階層に複数の音声ファイル格納した個別ディレクトリ
Ｄ３及びＤ４が設けられる。
　個別ディレクトリＤ３及びＤ４は、例えばＣＤプレーヤ１５から出力される音声データ
が、アルバムのＣＤ－ＤＡに基づくものであれば、アルバム毎に１つのディレクトリを設
けるようになっている。
　各個別ディレクトリＤ３及びＤ４に格納される複数のファイルＦは、１曲毎の音声デー
タを格納する。
　なお、ディレクトリの分類は、音声データを取得した日時に基づいて分類してもよいし
、ユーザの嗜好に基づいて、例えば、アーティスト名で分類してもよいし、所定数のファ
イル単位で１つのディレクトリに格納するようにしるなど適宜変更することができる。
【００２５】
　図１に戻り、音声処理部６は、音声データ入力端子９から入力されたアナログ音声デー
タを、図示しないＡ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ／Ｄｉｇｉｔａｌ）変換器にてデジタル音声デー
タに変換し、ポータブル再生装置が採用する圧縮データ形式（例えば、ＭＰ３（登録商標
））に変換するデコーダである。データ圧縮の後は記録媒体５に圧縮音声データを記録す
る。
【００２６】
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　コマンド受信部７は、コマンド入力端子８を介してＣＤプレーヤ１５から入力されるア
ナログ形式のＴＯＣ情報を受信する。音声処理部６と同様にＡ／Ｄ変換器を備え、アナロ
グ形式で出力されるＴＯＣ情報からデジタルのＴＯＣ情報に変換を行う。信号変換として
は、例えばＦＡＸ通信等と同様に出力されるアナログ信号に対して閾値を設けて、１又は
０に２値化してデジタイズを行う。図３に、出力されるアナログ信号を模式的に示す。Ｃ
Ｄプレーヤ１５がＣＤ－ＤＡの再生を開始すると、先ずディスクの最内周に記録されたＰ
ＣＡ（Ｐｏｗｅｒ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ａｒｅａ）及びＰＭＡ（Ｐｒｏｇｒａｍ　
Ｍｅｍｏｒｙ　Ａｒｅａ）等のスタートコードを経た後、リードイン領域の読み出しを行
う。リードインには、１つの音声データ（１曲）が記録されたトラックや各トラックの時
間情報等がデジタルの目次情報としてのＴＯＣとして記録されている。このＴＯＣ情報は
元々デジタルで記録され読み出されるものであるから、アナログ形式で出力しても図３に
示すように基本的には矩形波として現れる。この矩形波に対し電圧に基づいて高低２種類
の閾値を設定することで、コマンド受信部７にてデジタイズすることができる。デジタイ
ズされたＴＯＣ情報は音声データと対応付けて記録媒体５に記憶される。
【００２７】
　表示部１０は、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）液晶素子や有機
ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子を用いたＦＰＤ（Ｆｌａｔ　Ｐ
ａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）から構成される。ポータブル記憶再生装置１の起動時におけ
る起動画面、音声データの選択時における選択画面及び曲のタイトル、アーティスト名、
再生時間や各種アプリケーションプログラムに基づく時刻や機能選択等の表示を行う。入
力部１１は、音声データの再生、スキップ、曲の選択、各種機能設定に使用する入力キー
や音声ボリューム調節用キー等の複数のキーから構成される。ユーザの操作性を考慮し、
ポータブル記憶再生装置１で表示部１０が設けられる平面と同じ面に主に設けるのが好ま
しい。なお、表示部１０をタッチパネルとして入力部１１と兼用してもよい。入力部１１
から出力される指示信号は割込みコントローラ１２により割込み信号が生成され、適宜Ｃ
ＰＵ２に出力することができる。
【００２８】
　次に、ＣＤプレーヤ１５について説明する。ＣＤプレーヤ１５は、ＣＤプレーヤ用制御
部１６、ＣＤプレーヤ用ＲＯＭ１７、ＣＤプレーヤ用ＲＡＭ１８、ＣＤ再生部１９、コマ
ンド出力端子２１、コマンド送信部２０、ＣＤプレーヤ用入力部２２及び音声出力端子２
３から構成される。
　ＣＤプレーヤ用制御部１６は、ＣＤプレーヤ用ＲＯＭ１７からＣＤプレーヤ１５のオペ
レーションプログラムを読み出し、ＣＤプレーヤ用ＲＡＭ１８に展開し全体制御を行うマ
イコン等から構成される。ユーザの操作により送信されるＣＤプレーヤ用入力部２２から
の操作信号に基づいて、ＣＤ－ＤＡの再生等の音声出力に関する制御及びポータブル記憶
再生装置１への音声データ及びＴＯＣ情報を送信する伝送制御を行う。
また、ＣＤプレーヤ１５からポータブル記憶再生装置１に録音を行う場合、ユーザが入力
部１１を操作して録音処理の開始状態にする。その後、ユーザがＣＤプレーヤ１５のＣＤ
プレーヤ用入力部２２を操作することによりＴＯＣ情報を入力させることで録音が行われ
るようになっている。なお、本発明はこれに限定されるものでなく、音声データ入力端子
８やコマンド入力端子８にコンパレータ等を設け、電位差により音声データ用ケーブル２
５及びコマンド用ケーブル２４の接続を検知する構成とし、ＣＤプレーヤ１５からの音声
データ等の出力を検知すると自動的にポータブル記憶再生装置１を録音モードに移行する
構成としても良い。
【００２９】
　ＣＤ再生部１９は、光学ピックアップ及びサーボモータ等から構成される公知の光学読
取機構を適用する。本実施の形態では、ＣＤプレーヤ１５で再生する記録媒体としてＣＤ
－ＤＡを採用するが、対応する機能に応じてＣＤ－ＲＯＭやＣＤ－Ｒ及びＣＤ－ＲＷ等の
書込み可能な記録媒体、更には各種のＤＶＤを当然に適用できる。
【００３０】
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　コマンド送信部２０はＤ／Ａ変換器や増幅器から構成され、ＣＤ再生部１９が読み取っ
たデジタルのＴＯＣ情報をアナログデータに変換し、出力用に所定の増幅を行ってポータ
ブル記憶再生装置１に出力を行うものである。一般に、デジタル信号を他の電子機器に出
力する場合、信号形式等の規格上の制限を受ける場合が少なからずある。この点、アナロ
グ形式同士の電子機器間の信号伝送は、ゲインの整合性を満足すれば基本的には信号の伝
送は容易に行うことができる。
【００３１】
　音声データは、図示しないＤ／Ａ変換器によりアナログ音声データに変換されて音声出
力端子２３から出力される。従来から民生用のＣＤプレーヤ等に適用される「ＬＩＮＥ　
ＯＵＴ」や、例えば、所定の規格に基づいたＡＵＸ端子を適用することができる。
【００３２】
　次に、ＣＤプレーヤ１５から入力される音声データを記録する際に、ポータブル記憶再
生装置１で行われる「トラック生成処理」及び「ファイル補正処理」について説明する。
　上述の様に、音声データをアナログ入力すると、複数の音声データからなる入力データ
であっても１つの音声データファイルに記録される。このため、ユーザがポータブル記憶
再生装置１でこの音声データを再生する際、所望する曲の音声データを指定することがで
きず、早送り等を行い感覚的にサーチしなくてはならない。この煩を解消するため、１つ
のファイルに格納されている複数の音声データ毎にファイルを作成する「ファイル分割処
理」を行う。「ファイル分割処理」は、ＴＯＣ情報に含まれる各音声データの時間情報に
基づいて、長大な１つの音声データとして１つのファイルに記録されている複数の音声デ
ータからなる音声データを、曲毎に分割してファイルを生成する処理である。
【００３３】
　また、アルバム用のＣＤ－ＤＡのように複数の音声データ（曲）から構成される音声デ
ータをアナログで入力する場合には、ＴＯＣ情報の時間情報と各音声データの開始及び終
了時間が必ずしも一致しない場合がある。ＴＯＣ情報の時間情報は、ＣＤプレーヤ１５で
ＣＤ－ＤＡを再生することを前提にするものであるため、この再生音声データを他の機器
（ポータブル記憶再生装置１）に出力した場合に、他の機器内で記録された音声データの
開始及び終了時間を正確に示すとは限らない。即ち、ＣＤプレーヤ１５及びポータブル記
憶再生装置１内での処理やＤ／Ａ（又はＡ／Ｄ）変換等の繰返し等によりアナログ音声デ
ータの記録（再生）時間がＴＯＣ情報の記録再生時間と一致せずに若干ズレる虞がある。
このズレは記録する曲数が多いほど累積的に増大し、後半の曲の開始及び終了点は大きく
ずれる場合がある。このため、ズレがある場合にＴＯＣ情報の時間情報をポータブル記録
再生装置用の時間情報に生成し直し、生成した時間情報に基づいて上述した「ファイル分
割処理」を行う必要がある。この時間情報のずれを解消する処理が「ファイル補正処理」
である。
【００３４】
　以下、図４に示すフロー図を用いて、「ファイル補正処理」について説明する。なお、
以下の処理はプログラムに従いＣＰＵ２により処理される。また、「ファイル補正処理」
は、音声データ取得処理で行われる処理であるため、ポータブル記憶再生装置１の記録媒
体５に音声データ及びＴＯＣ情報が既に取得されているものとして説明を行う。
【００３５】
　記録媒体５に記録されたＴＯＣ情報を読み出し（ステップＳ１０１）、ＴＯＣ情報に含
まれるトラック数が「１」より多いかの判断を行う（ステップＳ１０２）。即ち、音声デ
ータが１曲分である場合は（ステップＳ１０２：ＮＯ）、開始及び終了地点のズレを考慮
する必要が無い。従って、処理を終了する。
【００３６】
　ステップＳ１０２でトラック数が１曲より多い場合には（ステップＳ１０２：ＹＥＳ）
、音声データの読出しを行う（ステップＳ１０３）。次いで、トラック数の基準となる最
初の曲のトラック順：ｎを「ｎ＝１」とする処理を行う（ステップＳ１０４）。
【００３７】
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　次いで、トラック情報からｎ+１曲目（２曲目の音声データ）の時間情報を参照し、音
声データ中でこの時間情報に対応する部分の一定時間以内に無音部分が存在する否かを検
出する（ステップＳ１０５）。このときの無音部分とは、曲と曲との間の無音の部分であ
り、音声出力が「０」である場合以外に、一定の閾値以下の出力である場合も含む。例え
ば、フェードインやフェードアウト等で曲が開始又は終了する音声データに対応させるた
めである。また、一定時間内とは、ＴＯＣ情報の時間情報に対応する音声データにズレが
生じ、時間情報に対応する部分が無音部分（曲と曲との間の部分）でない場合に、この無
音部分をサーチする時間の幅（例えば０.５秒～２秒）をいう。時間の幅は予め記録する
音声データの種類やユーザの好みにより適宜設定する。
【００３８】
　ステップＳ１０５で、一定時間以内に無音部分を検出した場合には（ステップＳ１０５
：ＹＥＳ）、記録した音声データの実際の時間情報をＣＰＵ２の時計回路（不図示）から
取得し、ｎ+１曲目の開始地点を示す新たな時間情報として書換えを行う（ステップＳ１
０６）。即ち、ＴＯＣ情報から取得したｎ+１曲目の時間情報を実際に時計回路でカウン
トしたｎ+１曲目の新たな時間情報に書換えを行う。
【００３９】
　ステップＳ１０５にて、一定時間以内に無音部分を検出しない場合には（ステップＳ１
０５：ＮＯ）、トラック情報から取得した時間情報を実際の音声データの時間情報と一致
するものとしてｎ+1曲目の時間情報とする。即ち、例えば音声データがライブコンサート
の模様を収録したデータであるとすると、曲ごとの間隔は観客の歓声等が収録されている
場合があり無音とならない。このような場合は、トラック情報から取得した時間情報と曲
の切れ目が一応一致するものとみなす。
【００４０】
　次いで、ステップＳ１０４で基準とした最初の曲のトラック順：ｎをインクリメントし
てｎ＋１に書き換える処理を行う（ステップＳ１０８）。この処理により、例えば音声デ
ータに含まれる曲数が３つであるとすると、ステップＳ１０５で３曲目の曲の開始又は終
了地点を補正する際に基準とする順番「ｎ」が２曲目を示すことになる。
【００４１】
　次いで、ステップＳ１０１で取得したＴＯＣ情報のトラック数情報と、ステップＳ１０
８でインクリメントしたトラック順：ｎ（つまり「２」）とを比較する処理を行う（ステ
ップＳ１０９）。即ち、ＴＯＣ情報から得られる全音声データ数との比較を行うことで「
ファイル補正処理」の継続又は終了を判断する。ステップＳ１０９で両数字が一致しない
場合には（ステップＳ１０９：ＮＯ）、ステップＳ１０５に戻り次の曲（３曲目）の補正
処理を行う。一致する場合には（ステップＳ１０９：ＹＥＳ）、「ファイル補正処理」を
終了する。
【００４２】
　以上のように、「ファイル補正処理」を行うことにより、ＣＤプレーヤ１５及びポータ
ブル記憶再生装置１の間で行われるアナログによるデータ伝送を要因とする音声データと
時間情報のズレを補正することができる。これにより後の「ファイル分割処理」で曲毎に
ファイルに分割する際、曲の開始及び終了地点を一致させることができ、特定のファイル
を指定して再生しても、全曲の終了部分や曲の出だしが途中から再生される等の不具合が
解消される。
【００４３】
　次に、図５示すフロー図を用いて、上述の「ファイル補正処理」を含め、「ファイル分
割処理」とともにポータブル記憶再生装置１の音声データ取得処理について説明する。な
お、以下の処理はプログラムに従い、ＣＰＵ２が処理を行う。
　ユーザがＣＤプレーヤ１５に複数の音声データが記録されたＣＤ－ＤＡを装填し再生操
作を行うと、ＣＤプレーヤ用制御部１６は、ＣＤ―ＤＡのＴＯＣ情報を読み込み、コマン
ド送信部２０に出力してコマンド出力端子２１からＴＯＣ情報が出力される（ステップＳ
２０１）。また、ＣＤプレーヤ用制御部１６は、このＴＯＣ情報に基づいてＣＤ再生部１
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９を制御し音声データの再生を行うとともに、音声出力端子２３を介してアナログの音声
データを出力する（ステップＳ２０２）。
【００４４】
　ＣＰＵ２は、コマンド入力端子８を介して取得したアナログのＴＯＣ情報をコマンド受
信部７でデジタイズして取得する（ステップＳ３０１）。取得したＴＯＣ情報は記録媒体
５に記憶される。
　一方、音声データ入力端子９を介して入力され、音声処理部６でデジタイズされた音声
データを取得し、１つのファイルを生成して記録媒体５に記憶する（ステップＳ３０２）
。
【００４５】
　その後、ステップＳ３０３にて、ＣＤプレーヤ１５からの音声データの出力を検出し、
録音が終了したか否かを判断する。音声データの出力を検出する間は録音を継続する（ス
テップＳ３０３：ＮＯ）。録音の終了と判断する場合には（ステップＳ３０３：ＹＥＳ）
、「ファイル補正処理」を行う（ステップＳ３０４）。
【００４６】
　ステップＳ３０４の「ファイル補正処理」が終了すると、「ファイル補正処理」にて補
正が行われた時間情報及び音声データに基づいて各曲の音声データ毎にファイルを生成し
て分割する「ファイル分割処理」を行う（ステップＳ３０５）。「ファイル分割処理」で
は、各トラックに対応する時間情報と一致する部分の音声データを１つの曲と音声データ
とみなして抽出し、この抽出した音声データ用のファイルを生成して格納する。
【００４７】
　次いで、ステップＳ３０６において、ステップＳ３０５で生成した複数のファイルを１
つのディレクトリに格納する処理を行う。全ての音声データをディレクトリに格納すると
「ファイル分割処理」を終了し、ポータブル記憶再生装置１の音声データ取得処理が終了
する。
【００４８】
　以上、本発明を適用したポータブル記憶再生装置１によれば、ＴＯＣ情報に基づいて、
アナログ入力により記録した音声データを曲ごとにファイルに分割して格納することがで
きる。このためユーザがポータブル記録再生装置で所望する曲のサーチをする際、ＰＣ等
からファイル管理されて記録した音声データと同様に目的のファイルに即座にアクセスす
ることができるという効果ある。
【００４９】
　また、ＴＯＣ情報の時間情報とアナログ録音をした音声データとのズレを「ファイル補
正処理」により補正することで、１つのファイルに格納される各曲の出だしや終了地点を
一致させることができるという効果がある。
【００５０】
　また、音声データを全てファイルに格納した後に、ディレクトリを生成してこれらファ
イルを自動的に格納するため音声データの管理効率が更に向上する。特に、音声データが
アルバムのＣＤ―ＤＡから出力されたものであると、アルバム単位で自動的にディレクト
リを作成することができる。
【００５１】
　更に、ＴＯＣ情報を「ＬＩＮＥ　ＯＵＴ」や「ＡＵＸ端子」等を用いて伝送する構成と
することで、デジタル伝送システムを採用する場合に比してコスト負担を抑制することが
できるという効果がある。
【００５２】
　以上、本発明を実施するための最良の形態について説明したが、本発明は上述した種々
の例に限定されるものではない。特に、音声データ取得処理ではステップＳ３０６におい
て、生成した全てのファイルを１つのディレクトリに格納する処理を行ったが、予め定め
られたあるいはユーザが設定する所定のファイル数毎にディレクトリを生成する構成とし
てもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明を実施するための最良の形態におけるポータブル記録再生装置及びこのポ
ータブル記録再生装置と外部音源装置としてのＣＤプレーヤとにより構築される音声記録
再生システムの構成を示したブロック図である。
【図２】本発明を実施するための最良の形態におけるポータブル記録再生装置での、ファ
イル及びディレクトリの一例を示した模式図である。
【図３】本発明を実施するための最良の形態における音声記録再生システムでのＣＤプレ
ーヤから出力されるＴＯＣ情報の信号波形の一例を示した模式図である。
【図４】本発明を実施するための最良の形態におけるポータブル記録再生装置の「ファイ
ル補正処理」の手順を示したフロー図である。
【図５】本発明を実施するための最良の形態におけるポータブル記録再生装置及び音声記
録再生システムにおける音声データ取得処理の手順を示したフロー図である。
【符号の説明】
【００５４】
１　ポータブル記録再生装置
２　ＣＰＵ
３　ＲＯＭ
４　ＲＡＭ
５　記録媒体
６　音声処理部
７　コマンド受信部
８　コマンド入力端子
９　音声データ入力端子
１０　表示部
１１　入力部
１２　割込みコントローラ
１３　外部インターフェース
１４　イヤホン出力
１５　ＣＤプレーヤ
１６　ＣＤプレーヤ用制御部
１７　ＣＤプレーヤ用ＲＯＭ
１８　ＣＤプレーヤ用ＲＡＭ
１９　ＣＤ再生部
２０　コマンド送信部
２１　コマンド出力端子
２２　ＣＤプレーヤ用入力部
２３　音声出力端子
２４　コマンド用ケーブル
２５　音声データ用ケーブル
Ｄ１　データ用ディレクトリ
Ｄ２　音声データ用ディレクトリ
Ｄ３、Ｄ４　個別ディテクトリ
Ｆ　ファイル
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